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　 本 願 発 明 は 、 そ の 目 的 を 達 成 す る た め 、 請 求 項 １ に 記 載 の 無 線 制 御 装 置 の 機 能 設 定 方 法
は 、 複 数 の 機 能 を 処 理 す る 無 線 制 御 装 置 に お い て 、 操 作 者 側 の 通 信 装 置 は 、 制 御 対 象 機 器
側 の 通 信 装 置 か ら 送 ら れ て 来 た 機 能 デ ー タ を 記 憶 装 置 に 記 憶 し て 、 そ の 記 憶 し た 機 能 デ ー
タ に 相 当 す る 機 能 の 処 理 を 可 能 に す る こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 無 線 制 御 装 置 の 機 能 設 定 方 法 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 無 線 制 御 装 置 の 機
能 設 定 方 法 に お い て 、 前 記 制 御 対 象 機 器 は 、 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 無 線 制 御 装 置 は 、 複 数 の 機 能 を 処 理 す る 無 線 制 御 装 置 に お い て 、 制 御
対 象 機 器 側 の 通 信 装 置 は 、 そ の 制 御 対 象 機 器 の 機 能 デ ー タ を 記 憶 す る 記 憶 装 置 を 備 え 、 操
作 者 側 の 通 信 装 置 は 、 制 御 対 象 機 器 側 の 通 信 装 置 か ら 送 ら れ て 来 た 機 能 デ ー タ を 記 憶 す る
記 憶 装 置 を 備 え 、 そ の 記 憶 し た 機 能 デ ー タ に 相 当 す る 機 能 の 処 理 を 可 能 に す る こ と を 特 徴
と す る 。
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 無 線 制 御 装 置 は 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 無 線 制 御 装 置 に お い て 、 前 記 制 御
対 象 機 器 は 、 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
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